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料
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。県

民
大
会
の
他
に
も
、
今

年
度
の
国
の
取
組
み
と
し
て

北
方
領
土
問
題
を
若
年
層
に

広
く
伝
え
る
こ
と
を
目
的
に

主
要
都
市
で
「
ナ
ル
ホ
ド
！

学
べ
る
日
本
と
ロ
シ
ア
」
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
神
奈
川
県
で
は
十
一
月

三
日
み
な
と
み
ら
い
ク
イ
ー

ン
ズ
ス
ク
エ
ア
横
浜
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
で
は

日
本
食
が
好
ま
れ
て
い
る
こ

と
、
日
本
の
ア
ニ
メ
が
ロ
シ

ア
の
若
者
に
人
気
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ

の
上
映
、
ま
た
神
奈
川
大
学

外
国
語
学
部
国
際
文
化
交
流

学
科
の
堤
教
授
や
小
林
特
任

准
教
授
か
ら
は
、
神
奈
川
大

学
が
学
術
交
流
協
定
を
締
結

し
た
ロ
シ
ア
の
ア
ス
ト
ラ
ハ

ン
大
学
の
様
子
や
周
囲
の
町

の
様
子
な
ど
を
含
め
た
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
堤
教
授
に

は
今
後
神
奈
川
県
民
会
議
に

協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
ま
し
た
。

ま
た
、
神
奈
川
県
民
会
議

で
は
毎
年
中
学
生
や
県
内
の

中
学
校
社
会
科
の
先
生
に
北

方
領
土
問
題
の
勉
強
会
に
参

加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

先
生
方
に
更
に
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
に
、「
教
育

者
会
議
」
の
設
立
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

推
進
委
員
報
告
（
そ
の
三
）

十
一
月
八
日
に
神
奈
川
県

民
大
会
が
開
催
さ
れ
、
白
石

俊
雄
県
民
会
議
副
会
長
よ
り

八
月
に
訪
問
し
た
国
後
島
、

色
丹
島
視
察
の
報
告
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
国
後
島
で
は

飛
行
場
が
整
備
さ
れ
イ
ン
フ

ラ
が
進
ん
で
い
る
様
子
が
わ

か
り
ま
し
た
。

副
会
長
が
参
加
さ
れ
た
北

方
四
島
交
流
事
業
で
は
、
今

ま
で
小
さ
な
船
舶
で
行
き
来

し
て
お
り
狭
い
船
室
で
雑
魚

寝
状
態
で
し
た
が
、
今
年
新

し
い
船
舶
が
調
達
で
き
、
大

き
さ
も
従
来
の
船
舶
四
百
八

十
ト
ン
に
比
較
し
て
倍
以
上

の
千
百
五
十
ト
ン
に
な
り
ま

す
。
船
名
は
公
募
の
結
果

「
え
と
ぴ
り
か
」
と
名
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
今
年
の
交
流
事

業
か
ら
は
現
在
よ
り
は
快
適

な
船
の
旅
に
な
り
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
記
念
講
演
と
し

て
元
択
捉
島
島
民
の
三
上
洋

一
さ
ん
か
ら
当
時
の
様
子
を

詳
し
く
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
時
は
、
水
産
業
が
盛

ん
で
三
上
さ
ん
の
お
祖
父
さ

ん
が
島
で
大
き
な
水
産
加
工

会
社
を
営
み
、
豊
か
な
生
活

を
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、

会
社
の
写
真
な
ど
貴
重
な
資

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
会
議
（
会
長

持
田
文
男
神
奈
川
県
議
会
議
長
、
加
盟
団
体
五
十
団
体
）

は
、
平
成
二
十
三
年
十
一
月
八
日
（
火
）、
横
浜
市
中
区
の

「
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
」
情
文
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第

二
十
七
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

ル
展
な
ど
、
平
成
二
十
三
年
の

活
動
状
況
に
つ
い
て
、
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
白
石
副

会
長
（
連
合
神
奈
川
顧
問
）
が
、

昨
年
八
月
十
八
日
か
ら
二
十
二

日
ま
で
、
北
方
四
島
交
流
訪
問

事
業
に
参
加
し
、
国
後
島
と
択

捉
島
を
訪
問
し
た
こ
と
か
ら
、

現
在
の
島
の
様
子
や
在
住
し
て

い
る
ロ
シ
ア
人
と
の
交
流
な
ど

に
つ
い
て
、
写
真
を
交
え
て
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
元
島
民
で
択

捉
島
出
身
の
三
上
洋
一
氏
か
ら

「
北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
求

め
て
（
元
島
民
の
声
）」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
北
方
領
土
問
題
の

本
質
や
返
還
へ
の
道
筋
な
ど
に

つ
い
て
お
考
え
を
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。（
講
演
要
旨
別
掲
）

最
後
に
、
神
奈
川
県
民
の
総

意
を
結
集
し
粘
り
強
く
運
動
を

推
進
す
る
と
い
う
大
会
宣
言
が

白
石
副
会
長
か
ら
提
案
さ
れ
、

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

「ナルホド！学べる日本とロシア in 神奈川」 盛況だったステージイベント

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日

（
旧
暦
で
は
安
政
元
年
十
二
月

二
十
一
日
）、
伊
豆
の
下
田
に

お
い
て
日
露
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
で
日

露
両
国
の
国
境
が
平
和
裏
に
定

め
ら
れ
、
北
方
四
島
が
日
本
の

領
土
と
し
て
初
め
て
国
際
的
に

明
確
に
さ
れ
た
の
で
す
。

そ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、

北
方
領
土
問
題
に
対
す
る
国
民

の
関
心
と
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、

全
国
的
な
北
方
領
土
返
還
運
動

の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、

昭
和
五
十
六
年
一
月
六
日
の
閣

議
了
解
で
二
月
七
日
が
「
北
方

領
土
の
日
」
と
定
め
ら
れ
ま
し

た
。県

民
会
議
で
は
、
大
学
生
に

向
け
た
情
報
発
信
や
パ
ネ
ル

展
、
電
光
ビ
ジ
ョ
ン
、
懸
垂
幕

な
ど
に
よ
る
広
報
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
二
月
七
日

（
火
）に
、
東
京
都
新
宿
区
の
日

本
青
年
館
で
、「
北
方
領
土
返

還
要
求
全
国
大
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

め
に
、
何
が
障
害
に
な
っ
て
き

た
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
ず
、
手
順
と
し
て
、
敗
戦

か
ら
平
和
条
約
締
結
に
至
る
通

常
の
ル
ー
ト
を
確
認
し
、
そ
れ

に
照
ら
し
て
、
北
方
領
土
問
題

で
は
、
何
が
不
法
で
、
何
が
障

害
で
あ
る
の
か
を
見
定
め
て
、

そ
れ
を
取
り
除
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

通
常
は
、
敗
戦
後
に
、
進

駐
、
保
障
占
領
、
平
和
条
約
締

結
へ
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
道
筋
が
、
軍
事
占
領
、

強
制
送
還
、
不
法
占
拠
へ
と
そ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

修
正
し
、
正
し
い
軌
道
に
乗
せ

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

結
論
を
先
に
言
え
ば
、
国
際

法
と
元
島
民
の
立
場
か
ら
見
た

推
薦
シ
ナ
リ
オ
は
、
保
障
占
領

の
状
態
に
戻
す
「
占
領
状
態
復

北
方
領
土
問
題
は
、
未
解
決

の
ま
ま
六
十
六
年
が
経
過
し
、

こ
の
間
に
国
内
で
は
四
島
一
括

返
還
論
か
ら
二
島
返
還
論
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
出
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
北
方
領
土

問
題
と
は
一
体
何
な
の
か
、
論

点
を
整
理
し
、
元
島
民
の
立
場

か
ら
見
た
北
方
領
土
問
題
の
発

端
と
本
質
、
返
還
へ
の
道
筋
に

つ
い
て
、
島
民
と
し
て
の
願
い

も
含
め
て
お
話
し
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

日
露
交
渉
の
現
状

ま
ず
、
日
露
交
渉
の
現
状
か

ら
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

北
方
領
土
問
題
が
未
解
決
の

ま
ま
戦
後
六
十
六
年
、
ベ
ル
リ

ン
の
壁
が
崩
壊
し
て
、
ソ
連
が

ロ
シ
ア
と
な
っ
て
か
ら
ち
ょ
う

ど
二
十
二
年
が
経
過
し
ま
し
た

が
、
隣
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
と
は
、

平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
の
で
、
国
際
法
上
、
厳
密

な
意
味
で
は
戦
争
状
態
が
終
結

し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
法

と
正
義
に
基
づ
い
て
解
決
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
と

こ
ろ
ま
で
は
日
露
首
脳
会
談
で

も
一
致
し
て
い
ま
す
が
、
北
方

四
島
の
帰
属
の
問
題
を
解
決
し

て
平
和
条
約
を
締
結
す
る
と
い

う
一
九
九
三
年
の
「
東
京
宣

言
」
か
ら
は
む
し
ろ
後
退
し
て

い
る
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

結
局
、
こ
の
宣
言
を
出
発
点
と

す
る
以
外
、
道
は
な
い
と
思
わ

れ
ま
す
。

ロ
シ
ア
国
内
で
は
、
北
方
四

島
は
、
戦
争
の
結
果
、
い
わ
ば

戦
利
品
と
し
て
得
た
も
の
で
あ

り
、
自
国
の
領
土
だ
と
教
育
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
、
対
外
的

に
も
こ
の
よ
う
な
主
張
を
行
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
一
方
、
日

本
は
、
歴
史
的
、
法
的
に
見
て

日
本
固
有
の
領
土
で
あ
る
と
主

張
し
続
け
て
お
り
、
こ
れ
で
は

絶
対
に
か
み
合
い
ま
せ
ん
。

国
境
は
国
際
条
約
に
よ
り
定

ま
る
と
い
う
こ
と
は
世
界
共
通

の
認
識
で
す
。
そ
こ
で
、
国
境

に
関
す
る
条
約
を
も
と
に
、
次

の
よ
う
に
主
張
し
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。「
一
八
五
五
年
に

日
露
通
好
条
約
で
択
捉
島
と
ウ

ル
ッ
プ
島
の
間
に
国
境
線
が
引

か
れ
、
そ
の
後
、
二
国
間
で
は

新
条
約
は
締
結
さ
れ
て
お
ら
ず
、

こ
の
国
境
線
は
現
在
も
有
効
で

あ
る
。
し
か
し
、
一
九
四
五
年

以
降
、
ソ
連
、
次
い
で
ロ
シ
ア

は
、
北
方
四
島
を
実
効
支
配
し

て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
不

法
占
拠
で
あ
る
。」
条
約
を
経

な
い
占
拠
は
、
国
際
法
上
、
不

法
占
拠
に
該
当
し
ま
す
。
日
露

戦
争
後
に
日
本
が
南
樺
太
を
得

た
際
に
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
を

締
結
し
て
国
境
を
確
定
し
ま
し

た
。
こ
の
主
張
な
ら
、
ロ
シ
ア

国
内
で
も
意
味
が
通
じ
ま
す
。

日
本
政
府
は
、
そ
の
こ
と
を
は

っ
き
り
主
張
し
、
会
議
の
テ
ー

ブ
ル
に
つ
く
よ
う
に
促
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。

日
露
間
で
平
和
条
約
を
結

ぶ
う
え
で
の
障
害

次
に
、
日
露
間
で
領
土
問
題

を
解
決
し
平
和
条
約
を
結
ぶ
た

２
月
７
日
�
は

「
北
方
領
土
の
日
」

22001122
会
場
は
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

大
会
宣
言
を
満
場
一
致
で
採
択

大
会
宣
言
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満
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一
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択

Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ
Ｘ

大
会
に
は
、
会
員
を
は
じ
め

百
七
十
七
名
が
参
加
し
、
主
催

者
と
し
て
持
田
会
長
が
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
来
賓

と
し
て
黒
岩
祐
治
神
奈
川
県
知

事
と
独
立
行
政
法
人
北
方
領
土

問
題
対
策
協
会
の
間
瀬
雅
晴
理

事
長
か
ら
、
当
県
民
会
議
の
昭

和
六
十
年
結
成
以
来
二
十
七
年

に
わ
た
る
活
動
へ
の
敬
意
と
今

後
の
運
動
へ
の
激
励
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
柏
木
事
務
局
長

（
連
合
神
奈
川
事
務
局
長
）
か

ら
、
昨
年
二
月
に
か
な
が
わ
県

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
パ
ネ

「
北
方
領
土
の
早
期
返
還
を
求
め
て
（
元
島
民
の
声
）」

（
講
演
要
旨
）

元
島
民
・
択
捉
島
出
身
　
三
上
　
洋
一
氏



元
論
」
に
な
り
ま
す
。「
過
ち

て
改
め
ざ
る
、
こ
れ
を
過
ち
と

い
う
」
と
い
う
論
理
で
す
。

具
体
的
に
は
、
元
島
民
帰
還

で
す
が
、
年
月
が
経
っ
て
い
ま

す
の
で
、
元
島
民
相
当
数
一
万

七
千
三
百
人
を
島
に
住
ま
わ

せ
、
戦
後
の
疑
似
占
領
状
態
を

作
り
出
し
て
、
そ
こ
か
ら
平
和

条
約
締
結
へ
の
道
を
歩
も
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
結
果
的
に
は
、

こ
れ
は
、「
混
住
論
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。

ソ
連
が
不
法
を
働
い
た
の

は
、
領
土
の
不
法
占
拠
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初

の
占
領
の
仕
方
が
国
際
条
約
違

反
で
し
た
。
北
方
領
土
問
題

は
、
安
藤
石
典
根
室
町
長
の
マ

ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
へ
の
請
願
に

始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

請
願
書
の
中
で
、
ソ
連
は
、

「
保
障
占
領
に
あ
ら
ず
し
て
軍

事
占
領
を
為
し
」
と
、
は
っ
き

り
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

保
障
占
領
は
、
停
戦
や
終
戦
時

に
行
わ
れ
る
占
領
で
、
特
に
戦

後
占
領
は
、
平
和
条
約
締
結
に

至
る
道
筋
を
保
障
す
る
た
め
の

占
領
で
す
か
ら
、
交
戦
時
の
よ

う
に
、
住
民
の
自
由
を
強
奪
し
、

本
土
と
の
交
通
・
通
信
を
遮
断

し
て
は
な
ら
ず
、
再
建
国
の
復

興
に
役
立
つ
施
策
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

私
た
ち
元
島
民
は
、
戦
後
二
年

間
、
実
態
的
に
は
戦
時
占
領
の

状
態
で
自
由
を
拘
束
さ
れ
、
本

土
と
の
交
通
・
通
信
も
遮
断
さ

れ
て
、
ソ
連
人
と
一
緒
に
住
む

状
態
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
九
四
七
年
に
な

っ
て
、
突
然
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ

ン
が
、「
日
本
人
は
帰
れ
。
島

に
住
み
た
か
っ
た
ら
ロ
シ
ア
人

に
な
れ
」
と
言
い
ま
し
た
。
日

本
人
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、

強
制
送
還
の
船
に
乗
る
以
外
に

道
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
第

二
次
世
界
大
戦
後
、
国
が
東
西

あ
る
い
は
南
北
に
分
断
さ
れ
た

例
は
あ
り
ま
す
が
、
交
戦
の
な

い
状
態
で
、
あ
る
地
域
か
ら
住

民
を
根
こ
そ
ぎ
送
還
、
退
去
さ

せ
た
例
は
、
北
方
領
土
を
お
い

て
ほ
か
に
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
一
九
〇
七
年
の
ハ

ー
グ
陸
戦
条
約
や
一
九
四
九
年

の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
第
四
条
約
の
文

民
保
護
の
条
文
に
照
ら
し
て
、

明
ら
か
に
違
法
で
す
。
ソ
連
は
、

国
際
法
に
違
反
し
て
難
民
を
生

じ
さ
せ
た
の
で
す
。
ハ
ー
グ
陸

戦
条
約
は
、
戦
争
の
ル
ー
ル
を

定
め
た
条
約
と
し
て
有
名
で
す
。

特
に
、
捕
虜
を
粗
末
に
扱
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ソ
連
は
、
こ
れ
に
違

反
し
て
、
日
本
兵
を
シ
ベ
リ
ア

に
送
り
、
強
制
労
働
で
数
万
人

を
死
な
せ
た
こ
と
は
、
ご
存
じ

の
と
お
り
で
す
。

北
方
領
土
に
つ
い
て
も
、
敵

国
の
領
土
に
お
け
る
軍
の
権
力

に
関
す
る
規
定
（
敵
国
へ
の
忠

誠
の
禁
止
）
に
照
ら
し
て
、「
ソ

連
人
に
な
れ
」
と
言
っ
て
は
な

ら
な
い
わ
け
で
す
。
ソ
連
は
、

四
島
か
ら
日
本
人
の
存
在
を
消

去
し
て
、
自
国
民
に
置
き
換
え

て
、
居
住
に
よ
る
領
土
化
を
ね

ら
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
歴
史
的
に
は
よ
く
用

い
ら
れ
て
き
た
手
法
で
す
。

四
島
島
民
の
強
制
送
還
は
一

九
四
八
年
に
終
わ
っ
て
い
る
の

で
、
一
九
四
九
年
成
立
の
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
第
四
条
約
は
成
立
前
で

す
が
、
文
民
の
移
動
・
立
ち
退

き
の
禁
止
は
、
当
然
の
こ
と
で

す
。こ

れ
に
関
し
て
、
外
務
省
は
、

「
北
方
領
土
返
還
後
も
、
現
島

民
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
の
居
住
の

意
思
は
尊
重
す
る
」
と
述
べ
て

お
り
、
逆
に
日
本
側
が
縛
ら
れ

る
条
項
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
難
民
を
生
じ
さ
せ
る

よ
う
な
形
で
の
解
決
は
あ
り
得

ず
、
返
還
後
の
ロ
シ
ア
人
と
の

共
生
は
あ
る
程
度
、
避
け
ら
れ

な
い
状
態
に
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

一
方
、
条
約
の
中
に
「
占
領

国
は
、
そ
の
占
領
し
て
い
る
地

域
へ
自
国
の
文
民
の
一
部
を
追

放
し
又
は
移
送
し
て
は
な
ら
な

い
」。
こ
れ
は
逆
に
、
現
島
民

を
増
や
す
こ
と
に
対
す
る
歯
止

め
と
し
て
日
本
側
が
使
え
る
条

項
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
内
北
方
領
土
論
へ
の
懸
念

こ
こ
で
、
国
内
で
行
わ
れ
て

い
る
北
方
領
土
論
の
現
状
と
そ

れ
に
対
す
る
憂
慮
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
方
領
土
論
は
、「
領
土
返

還
論
」、
い
わ
ゆ
る
国
境
線
引

き
論
と
、「
返
還
道
筋
論
」、
い

わ
ゆ
る
シ
ナ
リ
オ
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
論
議
か
ら
、

一
括
で
あ
る
と
段
階
的
で
あ
る

と
を
問
わ
ず
、「
四
島
返
還
論
」

だ
け
が
唯
一
国
際
法
上
正
し
い

主
張
で
す
。
50
―
50
論
、
三

島
・
二
島
返
還
論
は
、
相
手
の

鼻
息
を
う
か
が
っ
た
妥
協
論
で
、

こ
の
よ
う
な
立
場
で
の
交
渉
は
、

相
手
が
強
け
れ
ば
後
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

一
方
、
人
的
要
因
を
重
視
し

た
線
引
き
論
も
、
重
要
で
す
。

外
務
省
は
、
ロ
シ
ア
人
現
島
民

の
人
権
と
希
望
を
尊
重
す
る
こ

と
を
既
に
証
明
し
て
お
り
、
日

露
共
住
の
た
め
の
線
引
き
を
考

慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
場
合
、
返
還
後
、
島
に
残
る

ロ
シ
ア
人
の
人
数
に
対
応
し
て
、

混
住
、
地
域
限
定
（
形
と
し
て

は
、
例
え
ば
中
華
街
の
よ
う
な

街
が
出
現
す
る
）、
そ
し
て
香

港
方
式
（
つ
ま
り
、
あ
る
地
域

を
何
十
年
か
貸
し
ま
す
）、
と

い
う
よ
う
な
こ
と
が
形
と
し
て

は
考
え
ら
れ
ま
す
。

返
還
に
至
る
道
筋
を
ど
の
よ

う
に
た
ど
る
べ
き
か
、
い
ろ
い

ろ
な
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
有

力
な
シ
ナ
リ
オ
が
書
け
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。「
占
領
状

態
再
現
論
」
が
、
元
島
民
と
し

て
一
押
し
の
理
論
で
す
。
こ
の

論
は
、
交
渉
の
入
口
を
示
す
い

わ
ゆ
る
入
口
論
で
あ
り
、
交
渉

の
結
論
を
示
す
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
単
な
る
入

口
だ
け
で
な
く
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
戦
後
処
理
の
国
際
ル
ー

ル
を
踏
ま
え
て
、
連
合
国
対
日

本
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
の
解

決
を
図
ろ
う
と
い
う
交
渉
枠
組

み
論
で
も
あ
り
、
私
は
、
一
九

九
〇
年
代
か
ら
、
こ
の
占
領
状

態
再
現
論
を
主
張
し
た
い
と
思

っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
が
実
現
し
た

場
合
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
一

つ
の
大
き
な
障
害
が
あ
り
ま
し

た
。
領
土
問
題
の
存
在
と
実
情

を
知
ら
な
い
現
島
民
、
ロ
シ
ア

人
と
の
間
に
あ
つ
れ
き
を
生
じ

て
、
第
２
の
外
交
問
題
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
で

す
。一

九
九
六
年
に
初
め
て
参
加

し
た
ビ
ザ
な
し
交
流
の
対
話
集

会
は
、
怒
号
が
飛
び
交
う
す
さ

ま
じ
い
も
の
で
し
た
。
ど
ん
と

テ
ー
ブ
ル
を
た
た
い
て
、「
何
を

言
う
ん
だ
。
私
た
ち
は
現
に
こ

の
島
に
住
ん
で
る
ん
だ
」
と
顔

を
真
っ
赤
に
し
て
叫
ぶ
よ
う
な
、

そ
う
い
う
場
面
が
何
回
も
あ
り

ま
し
た
。

十
年
経
っ
て
、
二
〇
〇
六
年

八
月
に
ビ
ザ
な
し
交
流
に
参
加

し
て
、
国
後
島
と
択
捉
島
を
訪

問
す
る
こ
と
が
で
き
、
特
に
印

象
深
か
っ
た
の
は
、
八
月
二
十

八
日
午
前
中
に
行
わ
れ
た
択
捉

島
紗
那
で
の
対
話
集
会
で
す
。

ビ
ザ
な
し
交
流
の
十
五
年
を
ど

う
評
価
す
る
か
が
主
な
テ
ー
マ

で
し
た
。
友
好
的
な
雰
囲
気
の

う
ち
に
日
露
の
対
話
が
進
み
予

定
時
間
を
三
十
分
も
延
長
す
る

ほ
ど
で
し
た
。
日
露
双
方
か
ら
、

領
土
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
て

は
、
混
住
、
つ
ま
り
日
露
双
方

の
島
民
が
一
緒
に
住
む
こ
と
を

検
討
す
べ
き
と
の
提
言
が
、
ま

ず
ロ
シ
ア
側
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
発
言
を
求
め
ら
れ
た
の

で
、
混
住
は
単
な
る
願
望
で
は

な
く
、
一
九
四
五
年
か
ら
四
七

年
に
択
捉
島
に
お
い
て
は
現
実

で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
家

族
ぐ
る
み
で
付
き
合
い
、
子
ど

も
同
士
が
よ
く
一
緒
に
遊
ん
だ

様
子
を
話
し
ま
し
た
。

一
九
九
六
年
、
つ
ま
り
十
年

前
に
参
加
し
た
ビ
ザ
な
し
交
流

で
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
光
景

で
あ
り
、
そ
こ
に
十
五
年
間
積

み
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の
の
重

み
を
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。
こ

の
間
に
日
本
人
約
八
千
人
と
現

島
民
約
七
千
人
が
、
相
互
訪
問

し
て
い
ま
す
。
北
対
協
を
は
じ

め
、
各
県
が
、
ロ
シ
ア
島
民
を

受
け
入
れ
る
た
め
、
大
変
な
努

力
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

そ
の
成
果
が
こ
れ
な
ん
だ
な
と

感
じ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
混
住
は
、
政
治
的

解
決
な
し
に
は
実
現
し
ま
せ
ん
。

関
係
者
の
一
致
し
た
意
見
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
に
要
請

行
動
を
起
こ
そ
う
と
い
う
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。
領
土
問
題
の

存
在
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
ロ
シ

ア
人
住
民
に
、
そ
の
存
在
を
知

ら
し
め
、
こ
の
よ
う
な
提
案
が

な
さ
れ
る
に
至
っ
た
ビ
ザ
な
し

交
流
の
歩
み
は
、
大
い
に
評
価

さ
れ
る
べ
き
で
す
。

今
後
の
課
題

今
後
の
課
題
は
、
北
方
領
土

の
ロ
シ
ア
人
の
間
に
日
本
人
に

対
す
る
親
近
感
は
高
ま
っ
て
い

る
の
に
、
領
土
返
還
に
つ
い
て

は
反
対
の
声
が
強
ま
り
つ
つ
あ

る
現
実
を
ど
う
打
開
す
る
か
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
、

ロ
シ
ア
政
府
が
新
ク
リ
ル
計
画

と
い
う
北
方
領
土
の
大
規
模
開

発
計
画
を
打
ち
出
し
約
六
百
億

円
（
百
八
十
億
ル
ー
ブ
ル
）
を

超
え
る
予
算
を
つ
ぎ
込
ん
で
、

ロ
シ
ア
人
の
定
着
と
定
住
の
既

成
事
実
化
を
図
っ
て
い
る
現
実

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
一
つ
の

歯
止
め
を
か
け
る
も
の
が
、「
占

領
状
態
復
元
論
」
で
す
。
戦
後

八
年
で
本
土
復
帰
を
果
た
し
た

奄
美
群
島
、
二
十
八
年
後
に
復

帰
し
た
沖
縄
諸
島
と
の
最
も
大

き
な
違
い
は
、
日
本
人
が
居
住

し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
占
領

状
態
を
復
元
す
る
こ
と
で
新
た

な
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
最
後
に
、
北
方
領

土
問
題
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
失

い
つ
つ
あ
る
国
土
の
一
部
を
外

交
の
力
で
取
り
戻
そ
う
と
す
る

国
の
威
信
を
か
け
た
問
題
で
す
。

外
交
問
題
は
、
詰
ま
る
と
こ
ろ

国
内
問
題
と
い
わ
れ
ま
す
。
国

民
の
理
解
と
後
押
し
な
し
に
進

展
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
皆
様
を

は
じ
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
々
が
北
方
領
土
問
題
に
関
心

を
持
っ
て
、
機
会
あ
る
ご
と
に

後
押
し
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を

お
願
い
し
ま
す
。

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

平成24年１月１日（日曜日） （２）（第50号） 四島
し ま

のかけ橋

◇
十
二
月
八
日
、
七
十
年
前
の

こ
の
日
真
珠
湾
攻
撃
が
行
わ
れ
、

こ
の
日
か
ら
日
本
は
戦
争
に
突

入
し
て
い
き
ま
す
。
一
九
四
一

年
十
一
月
二
十
六
日
、
択
捉
島

の
単
冠
（
ひ
と
か
っ
ぷ
）
湾
か

ら
出
発
し
た
事
実
は
ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
は
報
じ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

県
民
大
会
で
当
時
の
様
子
に
つ

い
て
、
三
上
洋
一
さ
ん
か
ら
詳

し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
択

捉
島
は
日
本
の
島
な
の
で
す
。

今
号
で
「
四
島
の
か
け
橋
」

も
五
十
号
を
迎
え
ま
す
。
昭
和

六
十
二
年
七
月
の
創
刊
か
ら
四

半
世
紀
近
く
が
経
ち
ま
し
た
が
、

返
還
へ
の
道
の
り
は
ま
だ
続
い

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

■日時　平成24年２月14日（火）12：00～17：00
〃　　15日（水）９：00～17：00
〃　　16日（木）９：00～15：00

※全日入場無料
■場所　かながわ県民センター1F 展示場
■内容 パネル41点他を展示・ビデオ上映・北

方領土返還の署名等
■主催 北方領土返還要求運動神奈川県民会議

「北方領土パネル展
2012 IN かながわ」
開催

盛り上がった県民大会

”い
つ
か
“を
”今

“に
。
日
本
の
国
土
、
北
方
領
土

平
成
23
年
度
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
〈
最
優
秀
賞
〉
東
京
都
八
王
子
市
　

塚
本
沙
弥
氏

”い
つ
か
“を
”今

“に
。
日
本
の
国
土
、
北
方
領
土

平
成
23
年
度
北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
〈
最
優
秀
賞
〉
東
京
都
八
王
子
市
　

塚
本
沙
弥
氏

昭
和
十
二
年
、
択
捉
島

留
別
村
に
生
れ
る
。

父
・
三
上
一
郎
は
留
別

郵
便
局
長
。
昭
和
二
十
年
、

小
学
校
二
年
で
終
戦
を
迎

え
、
昭
和
二
十
年
か
ら
二

十
二
年
九
月
ま
で
、
二
年

間
ソ
連
人
と
混
住
。
昭
和

二
十
二
年
、
本
土
送
還
、

樺
太
・
真
岡
の
収
容
所
を

経
て
函
館
上
陸
。

北
海
道
大
学
農
学
部

卒
、
農
学
博
士
（
東
京
大

学
）

三
上
洋
一
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル


